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I はじめに
服装技術は，長い間の経験やこつの積み重ねにより伝えられた製作の手法であり，その経験
を通して樹立された技術は尊い意味を持つ。
しかし， 情報化社会といわれている現代，精巧な機械の進出や既製服産業による大量生産の
影響により衣生活も大きく変わり，外見のファッションのみにとらわれ，従来の綴密な技術も
次第に簡略化され，技法も低下の傾向になってきている。また反面， ファ ッションの個性化や
独創性を重視し手作りの高度な技術も見直されてきている。また，モードにおいても戦後より
今日に至るまで，その時代背景と共に変化し多様化されてきたが，近年，レ卜ロ（回顧的）モー
ドが再び復活し，ショートなフレアースカー ト，小さなボディ，きゃしゃなフェミニティ （女
らしさ）など，1978年から80年代のピックなスタイルから女性のシルエットをより美しく見せ
るスリムなシルエット，即ち1950年代のクラシックな方向へ志向し，特に今シーズン世界の服
装はエレガン卜でシックなオートクチュールが，今再び出回ってきてきいる。 1950年代は，戦
後日本における女子の服装が和装より洋装へと移行し，モードの推移はアメリカ経由の流行か
らパリモードの導入により，フランスのデザイナー，クリスチャン・ディオールやパレンシア
ガ，シャネル，ジ、パンシーなど次々に発表したデザインは，当時の服飾教育において，そのテ
クニックやシルエッ 卜の表現などは最高の技術を必要とし，服飾教育の全盛期であった。
戦後より40年有余，今や我が国の服装は子供から老人に至るまで殆どが洋装化し，そのファッ
ショ ン性は世界にもまれな経済的高度成長と共に国際化し，欧米の人々にもひけを取らない着
こなしが出来るようになった。また，日本のデザイナーも海外において活躍し，それらの服飾
文化は欧米諸国においても高度な水準まで達している。
このように，服飾のレベルが国際化してきた背景には，戦後生活するのに精一杯の中でひた
むきに洋裁を教育の場としてきた洋裁学校の服飾教育の成果であると思われる。
服飾教育にたずさわってから39年目を迎え， 今退官に際し，日本に於ける女子服装の変遷に
ついて，戦後から現在に至るまで年代別に被服構成学の資料や参考図書，また作品資料などか
らそのモードの推移と，その被服構成についてのべることにする。
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1I モードの変遷
1.戦後のモード
戦後平和は，徐々によみがえったが数年間は依然として物資不足の竹の子生活を余儀なく強
いられた時期であった。昭和22年頃の新衣料切符の配給制度によると， 1年間タオルまたは手
ぬぐい l本，靴下または足袋1足， 縫い糸10勿 （37.5 g ），布地 1ヤー ル（90cm）という程度
の配給に過ぎなかった。その後，衣料事情も好転し，社会情勢や日常生活に静かさが更生ると統
制時代の画一的な服装より新時代の洋装を学ぼうとする意欲が，若い女性の聞に高まってきた。
当時の洋裁学校は，戦前では全国で50校程度であったが，昭和22年頃には400校， 30年頃には
2700校，生徒数は50万人にも及んだよ言われている。しかし，洋裁を学ぶにあたり衣料不足か
ら，部分縫いなどは布を用いず， 障子紙ゃなかには新聞紙や広告紙を使用したのである。 写真
1・2は，和紙で製作した手縫いのポケッ トと1/ 2に縮尺した半身頃スーツである。また，
実物作品においても和服からフォーマル・ドレス，紳士服からレディ ース・ スーツなどの更生
が主なものであった。 当時のデザインは， アメリカ軍の放出物資 （ララ物資）や，女性士宮の
服装などの影響を受け，シ ョー 卜・ スカー 卜に肩パット入りのミリタリー調スーツが流行のシ
jレエッ卜であった。
写真1 障子紙を用いたポケットの部分縫い 写真2 障子紙を用いたテラード・ スーツの部分
(1948年） 縫い（1948年）
はっかけ
写真3は，和服を更生したスーツで裏布には羽織の裏地や八掛などを利用している。その後，
昭和22年2月，パリから発信されたクリスチャン・ディオールのコロール（花冠）ラインは，
ニュー・ルックとしてアメ リカを経由し日本に流行し始めた。このライ ンの特徴であるなだら
かな肩，細っそりとしたウエス 卜， 花のように広がったスカー卜は，統制時代のミリタリ一調
（軍国調）に対して全く正反対の新しいスタイルであり，その優雅なシルエッ卜はニューモー
ドとして急速に流行したのである。
図1は，当時の ドレスメーカ一女学院会誌に掲載されたニュールックスタイルである。写真
4も同様やわらかい和服地から更生したコロール ・ラインのニュールックを着用したスタイル
写真3 和服を更生したミリタ 図1 ニュー ルァク ・スタイル （1948年）
リー 調スー ツ (1948年）
である。このコロール・ライ ンのシルエッ卜を
表現する上で，下着の土台が重視されブラ
ジャー，コルセットなど当時は手作りであった
が，やがて服装の形造り（ファンデーシ ョン）
として一般の人々にも浸透した。
昭和25年頃になると衣料切符や登録制度も廃
止になり，衣料事情も好転し，人絹やスフの生
地が入手されるようになったが，冬のコート地
などはなかなか出回らず当時は進駐軍払い下げ
（北海道ドレスメーカ一女学院会誌より）
写真4 北海道ドレスメーカ一女学院生の
ニュー ルックスタイル (1949年）
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の純毛毛布などを染めて使用したものである。その他靴なども軍の払い下げを利用して作られ，
当時婦人靴（パンプス）は，古い着物2枚位で交換したのである。
昭和28年頃には，当時人気のあった映画 『君の名はjの影響により，長いストールを頭から
首に巻いた 「真知子巻」スタイ ルや，また，『麗しのサブリナjのオードリ・ペッ プパーンの
履いていたサンダルや髪形などスクリーンからの影響によるスタイ ルが広く流行した。
また，同年にはク リスチャ ン・ディオールの初めてのファッションショーが東京で開催され，
アメリカ一辺倒であった日本にもパリ・ モー ドが直輸入されるようになった。
2.パリ・モードの導入
昭和30年代は，日本経済が急速な高度成長の時期に入り，これに伴い服装もパリ ・モー ドの
導入が盛んになった。 特にメゾン毎に発表されたクリスチャ ン・ディオールのチューリップ・
ライン（写真 5）を始め，H ・A ・Yなどのアルファペット・ライ ン （写真6・7・8）は
若い女性を魅了し， また， そのシルエッ卜の斬新さと高度な縫製技術は日本の服飾界に刺激を
あたえたのである。また，ディオールの作品には帽子と手袋，ハンドパックなど頭から爪先に
10 筒井 日本に於けるモードの変遷とその被服構成
写真5 チュー リ ップ・ライ ン
のテーラード ・スーツ
(1953年）
写真6 H・ライ ンの
ダフ守ル・ ス
ツ (1954年）
至るまでの完壁なエレガンスを演出し，これら
のモードは彫刻家が丹念に刻んだ賢沢な “美の
オブジェ”とも言われ，女性はエレガンスの化
身のように仕立てられたとも言われている。こ
のニューモー ドの刺激を受けて，洋装店には
ファッショナブルな素材が豊富になり，帽子，
靴，アクセサリーの専門店も全国的に増えてき
たのである。
図2は，Y ・ラインの製図であるが，この
スタイ ルは一連のラインの中でもシルエットが
難 しく，特に前身頃にY型の深い夕、、ー ツを取り，
後身頃のサイドからパックにかけてのスタイル
図2 Y・ラインのカーデイ ガン ・スーツの製図
写真7 A・ラインのハーフ
・コー ト(1955年）
写真8 Y・ラインのワン ピー ス
－ドレスとコート（1955年）
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?? ?
???
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マグネァ卜・
ラインのスーツ
(1958年）
サック・ドレ
ス (1958年）
写真9マグネット・ラインスーツの製図図3
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写真10
サック・ドレスの製図図4
凹
ゆるみ
B 10 
前後の差伝し
スカー卜をよりスリムにし後身頃に丸みを出すべくダーツと芯とによりシをY型に出す為，
ルエットを表現したのである。特に背には，薄地の場合は綿を入れて丸みを表現した。写真9
ぬきえもん風のテーラード・スーツであり背部は Y・ ライン同僚のマグネット・ラインは，
の縫製をしてある。図 3は，マグネ ット・ ラインスーツの製図である。写真10は，昭和33年に発
表されたシュミーズ型のシルエッ卜である。この形はアメリカでサック・ドレスと呼ばれ，この
新しいシルエッ卜は日本に於ても流行し，特に秋・冬にはさっくりしたツイード調のものが若
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バレル型スカートの製図
?
? ? ? ? ? ??????
図5
フラットな裁ち出しカラー製図図6
写真1 北海道ファッションコンクール入賞作品
(1952年）（故浅井淑子学院長先生と受賞記念写真）
い人から高年齢層まで広く着用された。図4は，
サック・ドレスの製図である。その他技術的に
非常に高度なスタイルとして，パレンシアガの
かぼちゃのようにふくらんだバレル型のスカー
トがあり，当時若い人の優雅なスタイルとして
着用された。図 5は，パレンシアガのバレル型
1枚の布で切スカー卜の製図である。図 6は，
り替えずにシルエットを表現した裁ち出しの製
高度の裁ち出しの技法図である。このような，
や素材と芯との扱いのテクニックは，服飾研究において非常に縫製技術が向上したのである。
ミスユニパースコンテストが開催され，伊藤絹子が3位に入賞したことによ昭和28年には，
このスタイルを形容して「八等身」という言葉がはやり，女性の美的関心はプロポーショ
ファッションショーやコンテストが全国的に行
り，
ンにも向けられるようになった。この頃から，
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なわれるようになり，パリ ・モードは一般の人々にも浸透した。写真11は，昭和28年に行なわ
れた北海道ファッションコンクールの入賞作品である。この当時のシルエッ卜は，優雅でクラ
シックであり，人々はアクセサリーや帽子，手袋など着装し，格調高い洋装が中高年層まで受
け入られた時代であった。
3. ミニスカートの流行
昭和39年の，東京オリンピックの影響からスポーティなブレザーやジーンズにTシャツな
どのスタイルが流行し，これを機会に若向きの既成服のマス ・ファ ッショ ン時代が到来した。
婦人服がオーダーからイージーオーダーへ，さらにフレタポルテ時代へと変貌したのである。
その結果，若者の世代からしきたりや伝統に 写真12 ミニスカートスタイルの本学学生
とらわれない自由な着装が目立つようになった。 (1971年）
特に若者にセンセーションを起こしたのは，幾
何学的な外形を特徴としたクレージュの宇宙
ルックに続いて，イ ギリスのマリー・クワン卜
が発表したミニスカー卜であり，このミニス
カー卜は，風俗改革と呼ばれるほど一世を風廃
した。写真12は，各自製作したミニ丈スカー卜
にブラウスを着用した本学学生のスタイルであ
る。その後，このミニスタイルは若者を始め一般に普及し，しだいに高年齢層までも広く着用
され，モー ドとして 6～ 7年間も流行したのである。この ミニスタイルの流行によりパンティー
ストッキングやカラータイツが出まわり，同時にロングブーツの流行を生み出すことになった
のである。
図7 パンタロンの変遷
1955年 1972年
（ストレ トー ・パンツ） （ノ、 レーム・ノTンツ）
1656年 1670年 1976年
（トレアドル・ノTンツ） （ノTンタロン） （シガレァ ト・ノfンツ）
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1979年 1982年
（ドロー ス トリング・ノfンツ） （ジョドプアーズ ・ノTンツ）
1985年
1980年 （ベッグトップ・パンツ）
（ガウチョ・パンツ）
昭和40年代後半のモードは，マキシやホットパンツなどが入り乱れ，ファッションの多様化
時代となった。特にスカー卜丈は，マイクロミニやマキシ， ミディ，ミモレなどの長さが復活
した。また，この頃からジーンズやパンタロンが出まわり一連のズボン形式が定着し，ガウチョ
パンツやパンタクールなど裾幅の広めのパンツからシガレットやペック トップなど細めの形な
ど種々のパンタロンが流行した。図7のスタイルは，スラックスの種類と名称を年代別に示し
たものである。写真13,14は， 8分丈のフレアー ・パンツとワイド・パンツである。ウエス卜
をドロース トリ ングにしたエレガン卜な昭和63年最も新しいシルエットである。
写真13 ワイド ・パンツ (1988年） 写真14 フレアー ・パンツ (1988年）
4.ライフスタイルとファッション
昭和50年以降は，高度成長による大量消費時代もオイルショ ックを契機に自粛ムードが高ま
り，服飾界においても伝統的で流行に左右され
ない「本物指向」へと日を向ける時代になった。
服装もリフォームや手作りの良さが見直され単
品を幾通りにも組合せが出来るコーディネート
の装いの服も出まわってきた。 また， 冷暖房の
発達に伴い四季別の服装よりスリーシーズンに
着装できる コ トー も考案された。また， 一方で
は機能性とファッション性をかねそなえた若者
向きの多様化されたレディーメイドが市場にあ
ふれ，なかでも冬季に暖かく気軽に装えるダウ
ン・ウェアに爆発的な人気があり，この木綿の
ダウンベストやキルテイングのコート，アノ
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写真15 ダウンベストとレッグウォーマー
スタイル (1983年）
ラッ クにト ラウザーズなどは，若い人から年齢層をとわず一般に着用された（写真15）。昭和
50年代の後半には，このような多種多様なファッシ ョンも現代のライ フスタ イルの多様化につ
れ，それぞれの目的に応じて個性化された服装へと定着してきた。これらの女性ファッ ショ ン
指向は，見る服から着る服へ， エレガンスからスポーティへ，情緒美から行動美へ， 「オーダ
リー・ドレッシング」（秩序ある装い）に新しいファッション指向のあり方が象徴されている。
ライフスタイルと服装に分けると，ワーク・ウェア，カジュアル・ウェア， トラベル・ウェア，
その他リゾート ・ウェアなどのファッショナブルな服装があげられる。昭和40年代に出現した
多様化ファッシ ョンも50年代になって，それぞれのライフスタイルに定着し各自がその目的に
適した機能性と情緒を取り入れた「個性」を表現していく時代となってきている。しかし， 60
年以降はレ卜ロ（懐古調）モードが再び復活し始め，日本を始め，パリ，ミ ラノなどのモード
の発祥地からも古典的なリボン飾りやシルエッ卜が次々と発表され，特に若い女性のモードと
写真16 新しいチューリップ・ライン（1988年） 写真17 新しいマグネット ・ライ ン （1988年）
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してボーンやクリノリンを使用した縫製技術の 写真18 新しいエンパイア ・ライン (1988年）
高度なフォーマルドレスなども取り入れられて
きた。特に近年は女らしいイメージでショル
ダーラインもなだらかになり，昭和40年代の
ショート ・フレアースカートやきゃしゃなフェ
ミニティ（女らしさ）なスタイルと変化してい
る。また更に，クラシックな方向へ志向し，ア
シンメト リーテーラー ドとフェミニンとの混合，
モダンなディテールのフォルム，特にボディコ
ンシャスなウエストラインの表現などは1950年
代，ディオールやパレンシアガによって一つの
頂点に達したスタイルの再現とも言われ，これ
までのボディ コンシャスより丸みのある優しいシルエッ卜が， 1988年の最も新しいシルエッ卜
になっている。写真16,17,18は，1988年度のスーツであるが1950年代の再現とも言われるチュー
リップ・ラインやマグネット ・ライン，エンパイア・ラインなどのクラシックスーツである。
図8は，戦後から現代に至る女子服装の変遷とスカー卜の長さの変化を年代別に示したもので
ある。
図8 モードの変遷
1948年一1960年
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（ダブルプレスト ス－＇）
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E ま と め
以上，戦後から今日までの女子服装の変遷についてのべてきたが，我が国において女子が洋
服を着用し始めたのは，明治の初期，アメリカに留学していた女子学生が帰国の際に，洋服を
着装したのが初めてとされている。その洋装のシルエッ卜は， 当時 （明治5年）西欧で流行し
ていたク リノリンを用いたパッスル ・スタイルであり，このスタイルは鹿鳴館時代 （1883-
1887年）一部の上流階級の婦人に着用された舞踏会の衣裳にも顕著にあらわれている。このよ
うに，日本における女子の服装は西欧の服装文化の影響を受け，それを源流として，創意を加
えながら今日の服装文化に発展してきたのである。また，レディ ーステーラー の導入について
は大正初期女性の社会進出に伴い職場のユニホー ムとして，テーラード ・スーツを着用してお
り，このテー ラー （男物仕立屋） ・スーツが今日に至る女子服装の縫製技術の基礎となったの
である。また，日本におけるファ ッションの始まりは大正デモクラシ一時代で，女子洋装が目
立ち始めた頃，モガ（モダンガール）と呼ばれる断髪にローウエス卜のワンピース，高いヒー
ルの靴を履いたスタイルが出現し，このスタイルが大正時代のモダンスタイルとして流行した。
昭和2年には，日本で始めてのファ ッションショーが東京の三越の主催で聞かれ，これによ
り洋服のファッションが徐々に浸透し，一般の人々にも洋服に対する関心度が高まってきた。
その後，第2次世界大戦に至る間，日中事変にもかかわらず女子の服装は一部華やかさを増
し，高級生地の洋服や絹の靴下などのスタイルも見受けられたが，女子洋装のモードの主流と
なったのは戦後の服装からである。戦後の統制化の衣服の中でパリから発信されたコロール（花
冠）・ラインは「ニュ ルーック」として発表され，アメリカファ ッションと してミ リタリールッ
クと共に，戦後のモードとして若い女性の聞に流行したのである。 特に，戦後女性を喜ばせた
のは，ナイロンの靴下である。 戦前は絹で作られていたが1963年アメ リカでナイロンが発明さ
れ，高価ではあったがナイロン靴下が出回るようになった。 その頃は，貴重品であったため伝
線を l本，3円から 5円で修理する店もあった。
また戦後日本の服装におけるモー ドの特徴の一つは，ヨーロッパと直続したファッ ションと
化したことである。この傾向は，昭和30年以降で，これまでのアメリカ経由の流行からパリ・
モー ドへと移行した時である。このディオールのアルフアベットラインの時代は，日本におけ
る女子服装の研究者にとって日々の研鎖の場であり，次々に発表されるシルエッ 卜のテクニッ
クや新しい素材によるデザインの構成は高度の技術が必要であり，これらの技術研究が今日の
被服製作の手法として樹立され，被服構成の基礎となったのである。
昭和39年，オリンピックの影響を受け若者の聞にブレザーやジャケットが流行し，その後ミ
ニスカー卜やジーンズスタイルなど，カジ、ユアルな傾向となり，特にパリから発表されたパン
タロン・スーツは防寒着はもとより華やかなイブニング用としても着用され，これによりパン
タロン ・シルエッ卜がモードとして種々出回り定着した。 昭和40年代後半からは，ファ ッショ
ンの多様化が始ま り，ホッ トパンツやマキシを始め，種々のスカート丈など着装の多様化と共
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に，若者の聞にレイヤード・ ルックやユニセックス ・モードなどが流行した。
昭和50年代はオイルショックを契機に省エネルギ一時代を迎え服装も伝統的で流行に左右さ
れないクラシ yク感覚のスーツや機能的でー着で幾通りにも着用出来るコートなども考案され，
被服構成においてもリフォームや手作りの良さが見直されて来た。
又，近年レ卜ロモー ド（懐古的流行） が服装界で再び復活し始め，ロマンチックで古典的な
リボン飾りや，クリノリンでふくらませた美しいフォーマルドレスなどがパリ・ミ ラノから発
表され，我が国に於ても優雅でしとやかなスタイルは若い女性を魅了したのである。特に今シー
ズンは更にクラシックなスーツなどが流行し，なだらかな肩線や，ボディコンシャスなスタイ
ルは昭和25-28年頃のシルエッ卜の再現とも言われ，帽子，手袋，アクセサリーなど格調高い
装いが昭和63可三度の最も新しいモードとして発表された。
このように戦後のモードについては，経済の高度成長により，昭和40年代は技術革新ともい
われコンピュータや精巧な機械の進出により既製服のマスファッション時代が到来し，ファッ
ションも若向きに多様化されたが昭和50年以降は，服装に於いて古き良き時代を懐古する 「正
統派jスタイルによみがえり，消費者はニュー・ 卜ラデイショナル （伝統的）であきのこない
スーツなどに目を向け始めたのである。特に，昭和60年代は，これまでの科学万能のライフ ・
スタイルから人間性の復帰，ヘルシー ・ライフなどから更に心を満足させるというスタイルに
著しく変化してきたのである。 昭和63年のモードはディオール時代の再現ともいわれ， 高度な
テクニックが必要となって来たため，再び高度な技術や縫製を見直し，日本人特有の指先の綴
密さを生かしてもらいたいと思う。
N おわりに
昭和25年私は，北海道 ドレスメーカ一女学院に教諭として採用され今日まで38年間，故浅井
淑子学園長のもとで，基礎技術を学び作品を通して製作の喜びゃ愛着， また，コンテスト作品
を通じて意志の強さと積極性，そして，豊かな感性を学び得ることが出来たのである。その間
幸いにも昭和42年には，ヨーロッパ7ヵ国13ヵ所， また，昭和55年には短大の10周年を記念し
てパリ ・モードの原点である南プロヴァンス地方の「服飾文化を訪ねる旅」 の研修へ参加し，
昭和63年にはミネソタ州ミネアポリスで開催された国際家政学会に参加する機会を得た。学会
が行われたミネソタ大学の被服学部は，我が国が最初jに被服情成学を参考にしてきた由緒ある
学部であり，私も授業に取り入れ学生の指導を行って来たことから，非常に意義深い研修を行
う事が出来たのである。このように欧米諸国の衣裳博物館や美術館を研修する度に，私は永い
間，服飾の技術と共に，服装史や風俗史， さらに民俗史など人聞と生活が結びついた学問とし
て服飾文化を学び，この感性の高い美学教育を通して研鎖出来たことを誇りと思う。この間思
師浅井淑子学園長の言ト報に接したが，服飾美術科の先生方をはじめ教職員の皆様の暖かいご指
導とご協力により，今日を迎えられたことは私にとって大変幸せであり，感無量の思いがする。
最後に，今年度の研究紀要を私の退官記念号と していただいたご配慮とご厚意に深く感謝し，
20 筒井：日本に於けるモードの変遷とその被服構成
お礼を述べたいと思う。
参考文献
1 ）太田晶子 ：衣生活，衣生活研究会，1987・11(No 6 ) 
2 ）婦人両報社 ・婦人画報創刊70周年記念 ファッショ ンと風俗の70年，婦人画報社，1975
3 ）遠藤武 ・石山彰：図説日本洋装百年史，文化服装学院出版局， 1962
4 ）筒井京子：さっぽろ文庫28 気象事典 衣（服装のうつりかわり），札幌市教育委員会文化資料室，
1984 
5 ）筒井京子・北川誠二：札幌生活文化史戦後編，札幌市教育委員会文化資料室，1987
6 ）浅井淑子： HDMJ会誌，北海道 ドレスメーカ一女学院出版部， 1948
7 ）ドレスメーキング 9月号，鎌倉書房，1950
8）ドレスメーキング 5月号，鎌倉書房，1955
9 ）ドレスメーキング 4月号，鎌倉書房，1956
10）ドレスメーキング 1月号，鎌倉書房， 1958
11) MODE et MODE 9月号，モード ・エ ・モー ド社， 1988
12) Exclusiv 88/89, Dissmann International , 1988 
13）じOFFICIEL 8月号，Pub!. Balzac S A. R. L ( Paris ), 1988 
14）石山 彰：服飾辞典，株式会社ダヴイッド社， 1975
15）田中千代：服飾辞典，同文書院，1969
(1988. 9.19) 
